昭禾口 14 年9巧22日 宵山縣中新川郡大栽村 

义採樂記錄 

靑少年學徒に賜りすこる来力語奉戴記念日なる每巧の22日には 40 km 强步會が 
巧はれてゐわ。9巧の例貪には魚誰町より西南5里なる大若がのす動堂にか:を 
された0生徒と共に巧き莖食をとりてより，横階 1 や山崖の巧閒を探索しずこり， 
不動堂の緣の下等を探し數穂數十巧を得た。其の中本穂は不動堂の緣の下で得 
たものである0信をの木；#、の音を煎上に閒き乍ら)衣下では.蜘辣柿獲といふ-地獄 
和さながらなるを思ひ微苦笑黎じ巧ないものがあつた0をは蜘蛛網の中央に糸 
でをさつけられた妍だと思ひ乍らよく見ると1巧の蜘蛛の捕虜であつすこ0歸校 
なホを解いて S をせんとずると動きおした。招 I ては生き乍らにして縛られ身動 
きもお來ず，やジて毒鉤を受けてががとせられる所を小生によつて約一目壽命 
が延びたのであつたか。それにしても蜘蛛の世界における带隅3の劇—しかりしを 
想起ザしめる。其の後何回も探せしも，ホだに得るに至らず遺驗こ思ふ次第で 
るる〇 


鐘乳洞巧の蜘蛛お 


巧 3 M 0 兩'科こ於いて，下記數個巧のむ灰洞內の化物を採集する機曾を得た。その中蜘 
蛛類は窩島審雄巧の御厚愁じよつて贿村利火巧に同おして戴くことが化來た。兩巧に對 
し^する〇 

〔1〕愛知縣八お郡む卷村•蛇义 CIV ‘1940) 

Bansaia 7iipponica Uyeniura カチドキク • モ（ミゾグモ科） 

〔 2 〕 W 口顯美麵 tK 秋亩村秋芳洞 C 2 G . V 1 IT . 1940) 

Thendion aklyothimsis TJvemura アキヨシヒメグモ（ヒメグモ科） 

Simoniiis typtcus Kishida シモングモ（イウレイグモ科） 

〔む德島縣那贊郡大龍寺龍窟（:お. XI し 1939) 

Theridion aklya^kicnsis Uyemura ア辛ヨンヒ 来ダを 
Chirac 朋 Uhium 巧 . コマチグモー種（幼）〔フクログモ科） 

[4] 嵩知縣窩岡郡目下城(襄义（な). Xir . 1939) 

及幻化 s' の ‘ a nlpponica Uyemura カチドキグモ 
お I 上の如く甚だ'少数の種に過ぎないが化の生物と同樣に出現種る;狠をされる傾おのあ 




( 113 ) 


るのは面白いことである。アキョシヒメゲモは本誌前號に始めて言嘯さわた穗で.德息縣 
大龍寺龍窟で採つたものも楠が巧ろ;該種に同定して了されたから，新產地として同好-をが- 
の御注意を喚起しで凰く 0 

瓶高知縣室戶卿砂店（旅 ： xn .1939) で採集した拱 ㈱ 類も附記して 歷く。 

Anahiia fauna Karsch シボグモ（シボグモ利〇 

Asa ク ena a 化な unata Saito ハンゲツヲスナネグモ（コガネグモ科） 

JTeteropoda forcipaia ( Karsch ) コアシダカグモ〔幼）ならん（アシダ、カグモ科） 

巧 1みが。 cry がむ olens Bocsenberg et Strand イウレイグモ（イウレイゲモ科） 
Jjeumuge sp . シロボネゲモー瘦（コガネグモ科） 

(ぶ都忠重） 


東盤蜘蛛關係文獻目錄 

»13巧 (1941年度第2回なび1940年度補遺） 

ら 秋山新-理數科理科の修練實踐初等科第呈學年用一理科敎脊 10—3 

セ巧をが虫とくもに.於けるくもの觀方調べ方の指導が' PP. 84— 9 りこ出て巧ろ。 

6植が利ホー東を產サラグモ科一新極の記載 一— 勸物學 m を 53-4:212-214, 4(^ 
昭和14年12巧著まお自宅に於で，同月關口巧ろ;東な巿か井を頭に於て採巧ご；!した小蛛をコ 
ブグモぶ却がの tohyoensis sp. nov. (p. 212)としで記載。體長約 2.5 ずた，巧町こ大おな瘤 
がちり其の頂端に3束の毛をちするのを標徵とする。但し化の3本のちい、ふのが維固 
す動のものでちるかどうか將來多數個陛.につき精蜜しで頂き度い。 

で望島泉——臺灣產蜘蛛圖譜 C-) ——子供の理科〔臺化子供理科の曾〕 2:40—41 
オニ グモ及び アシナ ザグモを易しく圖說してもる0 

S 衞村利夾-がから麥への上野を闊の生物-麗蟲巧9一86: 2蘇一239 

1940年10月29日，11月20日，12巧20日の自然景象觀察記事^例によ0蜘蛛もぶて米る。 

9小换敏宏一育目の蜘蛛——四で像 S：57-58 

蜘蛛が祇力を賴弓に造網を巧ふかどうかを知らんとしてナカムラォニゲモ 7 文だアキタホ 
ニグモを暂目じして實驗した淺錄。 

10銘木正將——賃^の染を慶に就いて——動物學雜誌 53-2 :101 

昨秋の日本動物學會第十六固大會の隙の講演要旨。日謡5種の邦產官蛛類の靴性お破細胞 




